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第
一
節

国
道
・
県
道
・

村
道

甲
斐
の
古

道
若
彦
路

3

人
間
生
活
と
道
と
は
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
人
間
は
時
代
に
即
応
し
た
新
し
い
道
を
作
る
半
面
で
、

生
活
か
ら

離
れ
た
道
は
時
代
の
か
な
た
に
置
き
ざ
り
に
さ
れ
て
行
く
。

古
来
、

甲
斐
の
国
に
は
「
甲
斐
の
九

筋
」
と
呼
ば
れ
る
道
が
あ
っ
た
。
南
の
駿
河
、
相
模
に
通
ず
る
御
坂
路
(
鎌
倉
街
道

) 、
中
道
往

還
、
若
彦
路
、
河
内
路
(
駿
州
往
遣
)
の
四
道
と
信
州
を
結
ぶ
穂
坂
路
(
信
州
佐
久
往
還
)、

逸
見

路
(
諏
訪
口
)、
大
門
嶺
口
(
棒
道
)
が
三

道
、

そ
し
て
武
蔵
国
を

結
ぶ
荻
原
口
(
青
梅
街

道
)
、

雁
坂
口
(
秩
父
往

還)
の
二

道
の
計
九
道
が
こ
れ
で
あ
る
。

本
村
に
関
係
の
あ
る
古
道

と
し
て
若
彦
路
が
あ
り
、
こ
の
若
彦
路
が
文
献
で
現
わ
れ
る
の
は

『
吾
妻
鏡
』
が
最
初
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
こ
の
若
彦
路

に
つ
い
て
具
体
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
甲
斐
の
地
誌
で
あ
る
『
甲
斐
国
志
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
若
彦
路
ハ
板
垣
村
ヨ
リ
東
南
へ
出
ツ
国
玉
・
小
石
和
・
八
代
・
武
居
の
経
テ
鳥
坂
ヲ
超
上
下
一
里
余
芦
川
村
ニ
口
留
番
所
ア
リ

自
二
府
中
五
里

都
留
郡
大
石
村
へ
三
里

「王 仍 乃
路 東報
ト 鑑卜
云 三
過 所
」二
富 記
大士
山 石
/ 駅
西 ナ
麓 リ
一 自
到 >二 是

駿 先
州 キ上
ハ井 中

出 ノ
金
若
彦
ト
ハ
日
本
武
尊
ノ
御
子
稚
武
彦
王
ノ
受
封
所
武
部
ノ
地
ラ
経
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二
故

ル
路
ノ
名
ト
ス

武
部
ハ
今
ノ
竹
野居
二 武
毛モ 居
作 又ミ
ル 4 竹

尊
ノ
御
陵
ア
リ
花
鳥
岡
ト
云
山
ヲ
鳥
板
ト
云
即
チ
白
鳥
ノ
陵
ニ
テ
唱
ノ
転
タ
ル
ナ
リ
ト

云
ヘ
リ
(
以
上
に
つ
い
て
は
本
誌
第
二
章
古
代
と
中
世
第
三
節
甲
斐
源
氏
と
若
彦
路
参
照
)

こ
の
若
彦
路
を
現
在
の
道
路
に
よ
っ
て
た
ど
っ
て
み
る
と
、
一
部
消
滅
し
て
現
在
判
明
出
来
な
い
個
所
も
あ
る
が
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な

る
。
(
県
教
育
委
員
会
刊
『
若
彦
路
』
参
照
)

起
点
を
『
甲
斐
国
志
』
の
坂
垣
村
と
す
れ
ば
、
現
在
の
国
道
一
四
〇
号
線
(
甲
州
街
道)

善
光
寺
参
道
入
口
よ
り
東
側
約
百
メ
ー
ト

e m
.

w
wル

の
甲

府
市
善
光
寺
一
丁
目
十
八
番
地
が
若
彦
路
の
起
点
と
な
る
。
こ
こ
を
南
進
し
て
濁
川
を
渡
っ
て
玉
諸
神
社
前
を
右
折
し
て

南
下
、

西

高
橋
町
を
径
て
石
和
町
の
小
石
和
、
螢
見
橋
の
上
流
で
笛
吹
川
を
渡
り
、
八
代
町
の
竹
之
内
、

高
家
、

南
、
奈
良
原
を
径
て
鳥
坂
峠
に
至

る
。
鳥
坂
隧
道
の
上
を
県
道
上
芦
川
‒
甲
府
線
の
南
側
を
通
っ
て
芦
川
村
の
上
芦
川
に
出
る
。
こ
れ
よ
り
大
石
川
に
そ
っ
て
大
石
峠
を
越

え
る
。
毛
無
山
(
一
、
五
〇
〇
材
)
の
東
方
、
淵
坂
峠
を
越
え
て
河
口
湖
畔
に
下
る
。
長
浜
を
経
て
、
河
口
湖
西
岸
の
山
際
を
通
り
大

嵐
4

の
集
落
を
通
っ
て
県
道
鳴
沢
河
口
湖
線
を
横
切
っ
て
本
村
に
入
る
。

大
田
和
を
通
る
旧
県
道
、
現
在
の
一
級
村
道
三
号
線
が
若
彦
路
で
あ
る
。
集
落
の

西
、
三
三
四
六
番
地
の
三
差
路
を
左
折
、
再
び
国
道

一
三
九
号
線
を
横
断
、
道
は
さ
ら
に
南
進
し
て
辻
の
三
差
路
に
至
る
。
こ
こ
に
文
化
十
三
年
(
一
八
一
六
)
上
吉
田
村
前
田
多
兵
衛
建
立

の
念
仏
百
万
遍
供
養
塔
が
あ
り
、
こ
れ
に
「
右
人
穴

左
山
道
」
と
の
標
示
が
あ
る
。
こ
の
「
右
人
穴
」
が
現
在
地
元
で
駿
河
往

還
と
呼
ば

れ
て
い
る
若
彦
路
で
あ
り
、
「
左
山
道
」
は
現
在
の
大
田
和
林
道
と
な
る
。

道
は
富
士
桜
高
原
別
荘
村
の
西
側
を
通
り
、

天
神
山
と

長
尾

山
の
中
間
、

精
進
口
登
山
道
と
交
差
す
る
天
神
峠
を
通
る
。

こ
の
付
近
に
「
山
神
石
祠
」
(
文
化
三
年
鳴
沢

郷
)
、
「
天
神
社
祠
」
「
富
士
講
碑
」
(
文
政
十
年
成
沢
邑
講

中)
な
ど
の
石
造
物
が
現
存
す
る
。

(
鳴
沢
村
教
育
委
員
会
刊
鳴
沢
村
の
石
造
物
参
照)

道
は
さ
ら
に
弓
射
塚
、
片
蓋
山
を
径
て
上
九
一
色
村
と
の
境
界
を
通
り
、
県
境
に
至
り
、

静
岡
県
上
井
出
で
右
左
口
峠
を
越
え
て
来
る
中
道
往
還
と
合
流
す
る
。
国
中
地
方
を
起
点
と
し
て
真
っ
直
ぐ
に
南
下
し
、

大
石
峠
で
郡
内
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地
方
に
入
り
、
そ
の
大
部
分
が
本
村
に
関
係
の
あ
る
若
彦
路
に
つ
い
て
山
梨
県
教
育
委
員
会
刊
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
八
集

『
若
彦
路
』
で
は
次
の
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る

。

「④
若
彦
路
の
現
状
、
甲
駿
を
結
ぶ
道
路
は
、
明
治
三
十
六
年
中
央
線
が
甲
府
ま
で
開
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
う
け
た
。
若
彦
路
も
同
様

で
あ
っ
た
が
、
甲
府
盆
地
側
で
は
大
正
十
二
年
、
上
芦
川
村
ま
で
が
県
道
と
な
っ
て
整
備
さ
れ
た
。
昭
和
に
入
っ
て
自
動
車
の
利
用
が
急
速
に
進
む

と
、
自
動
車
の
通
れ
る
道
路
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
た
。
若
彦
路
沿
道
の
村
々
で
は
、
甲
府
盆
地
と
富
士
北
麓
を
結
ぶ
近
代
的
自
動
車
道
整
備
の
た

め
立
ち
あ
が
っ
た
。
昭
和
二

年
、
大
石
村
と
上
芦
川
村
の
青
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
町
村
の
協
力
を
得
て
大
石
峠
道
路
開
発
の
運
動
を
展
開
し

た
。
こ
の
時
鎌
倉
街
道
沿
い
の
町
村
は
御
坂
峠
道
路
開
発
運
動
を
進
め
た
の
で
、
大
石
峠
か
御
坂
峠
か
で
激
し
い
競
願
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
大
石

峠
線
側
が
御
坂
峠
線
側
よ
り
有
利
で
あ
る
と
宣
伝
し
た
点
は
、
〇
距
離
が
河
口
湖
ま
で
六
里
で
約
二
里
短
い
〇
工
事
が
容
易
で
、
経
費
は
御
坂
線
の

約
三
分
の
一
で
済
む
〇
水
害
の
お
そ
れ
が
な
い
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

結
局
昭
和
四
年
御
坂
峠
越
え
と
決
定
し
、
昭
和
八
年
国
道
八
号
線
が
国
中
と
岳

麓
を

結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
開
通
し
た
。
今
の
天
下
茶
屋
の
所
を
通
る
道
路
で
あ
る
。
部
分
的
な
道
路
改
修
は
そ
の
後
も
進
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
九
年

に
鳥
坂
隧
道
が
開
か
れ
、

昭
和
三
十
五
年
に
は
バ
ス
路
線
も
完
成
し
た
。
上
芦
川
村
ま
で
の
県
道
を
延
長
し
て
大
石
峠
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、

足
和

5

田
、
勝
山
方
面
ま
で
延
ば
し
て
い
こ
う
と
い
う
運
動
は
昭
和
四
十
三
年
か
ら
ま
た
開
始
さ
れ
た
が
、
今
尚
そ
の
非
願
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
富
士

山
麓
と
国
中
を

結
ぶ
一
三
七
号
線
が
御
坂
峠
を
越
え
る
所
で
災
害
を
う
け
易
く
、
か
つ
船
津
か
ら
御
殿
場
方
面
へ
抜
け
て
し
ま
う
の
で
、

岳
麓
西
部

で
は
県
土
開
発
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
か
ら
も
新
道
路
建
設
を
強
く
叫
ん
で
い
る
。

(
中
略
)
郡
内
側
の
河
口
湖
周
辺
は
近
年
観
光
開
発
が
目
覚
し
く
進

ん
で
い
て
若
彦
路
沿
い
の
大
石
・
長
浜
・
大
嵐
・
鳴
沢
村
に
は
何
れ
も
近
代
的
な
建
物
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
若
彦
路
の
旧
道
は
ほ
と
ん
ど

廃
れ
て
、

例
え
ば
大
く
石
峠
な
ど
は
大
正
ご
ろ
ま
で
は
人
馬
が
繁
く
行
き
交
っ
た
の
に
今
は
木
材
の
搬
出
や
豪
雨
な
ど
で
旧
道
が
大
分
荒
れ
て
案
内
な

し
で
は
歩
け
な
い
程
で
あ
る
。

鳴
沢
村
方
面
で
は
、

地
域
的
に
は
別
荘

村、
ゴ
ル
フ
場
、

ス
キ
ー
場
な
ど
新
し
い
時
代
的
開
発
の
歩
み
が
急
速
に
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
井
出
ま
で
の
若
彦
路
の
旧
道
は
観
光
道
路
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
、
恩
賜
林
組
合
や
営
林
署
関
係
者
以
外
は
利
用
者
が
甚
だ

少
な
く
、
殊
に
県
境
附
近
で
は
道
も
狭
ま
り
枝
道
と
区
別
す
る
の
が
難
し
い
所
さ
え
あ
る
。
」

さ
ら
に
同
書
で
は
「
ま
と
め
」
と
し
て
つ
ぎ
の
様
に
記
し
て
い
る
。

「
甲
斐
で
は
五
世
紀
以
前
は
西
の
中

道
が
、
七
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
は
東
の
御
坂
路
が
官
道
と
し
て
主
に
利
用
さ
れ
、
若
彦
路
は
地
方
的
な
脇
往
還

と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
富
士
山
北
麓
こ
と
に
河
口
湖
周
辺
の
人
々
が
、
駿
河
や
国
中
と
往
来
す
る
生
活
道
路
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
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っ
て
い
た
。
し
か
し
鳴
沢
村
か
ら
富
士
宮
市
へ
か
け
て
の
七
里
無
人
の
原
野
は
、
利
用
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
最
大
の
難
関
で
あ
っ
た
半
面
、
木
材

等
豊
富
な
資
源
も
あ
り
、
幕
末
か
ら
は
地
域
の
産
業
活
動
の
活
発
化
に
つ

れ、
馬
背
な
ど
に
よ
る
産
業
道
路
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
近
年
は
ま
た
地
域

の
観
光
開
発
が
進
ん
で
来
た
が
、
若
彦
路
の
旧
道
は
そ
れ
ら
に
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
若
彦
路
は
日
本
武
尊
の
伝

説
と
結
ん
だ
も
の

で
あ
る
が
、
今
な
お
こ
の
名
称
は
脈
々
と
し
て
人
々
の
脳
裏
に
生
き
つ
づ
け
、
文
化
に
開
発
に
よ
み
が
え
ろ
う
と
し
て
い
る

。」

国
道
一
三
九
号
線

正
式
名
称
は
「
一
般
国
道
一
三
九
号
線
」
と
言
う
。
山
梨
県
内
に
お
い
て
国
道
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
た
の
は
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)

に
「
甲
州
道
中
国
道
三
等
相
当
」
と
い
う
の
が
は
じ
め
で
あ
る
。
甲
州
道
中
沿
い
の
こ
の
道
路
は
、
明
治
十
八
年
(
一
八
八
五
)
に
国
道

一
六
号
線
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
大
正
八
年
(
一
九
一

九)
に
道
路
法
が
制
定
さ
れ
て
国
道
の
再
編
成
に
よ
り
「
国
道
八
号

線
」
と
改
称

さ
れ
た
。

6
路
線
は
上
野

原、
大
月
、
富
士
吉

田、
船
津
、

御
坂

峠、
石
和
、
甲

府、
韮

崎、
台
ヶ
原
、
県
境
へ
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
戦
後

の
昭
和
二
十
七
年
(
一
九
五
二
)

新
道
路
法
の
公
布
に
よ
り
道
路
網
の
再
編
成
が
行
わ
れ
「
国
道
二
〇
号
線
」
と
改
称
さ
れ
て
そ
の
路
線

も
上
野
原
、

大
月
、

笹
子
、

石
和
と
旧
甲
州
道
中
沿
い
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
翌
二
十
八
年
に
は
一
級
、
二
級
と
国
道
の
格
付
け
が
あ

り
、
二
〇
号
線
は
「
一
級
国
道
二
〇
号

線
」
と
な
る
。
ま
た
こ
の
時
、
富
士
吉
田
甲
府
線
、
富
士
吉
田
小
田
原

線
、
清
水
上
田
線、

甲
府

熊
谷
線
、
そ
し
て
本
村
を
通
っ
て
い
る
吉
原
大
月
線
が
二
級
国
道
に
指
定
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
年
(
一
九
六
五
)
に
は
、
一
級
、
二
級
の
呼
称
が
廃
さ
れ
て
二
級
国
道
吉
原
大
月
線
は
「
一
般
国
道
一
三
九
号
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
路
線
は
、
富
士
北
麓
を
大
月
‒|
富
士
吉
田
市

本
村
ー
上
九
一
色
村 ‒～

県
境
と
通
ず
る
も
の
で
古
来
よ
り
利
用
さ

れ
て
い
た
沼
津
往
還
(
鎌
倉
往

還
)、

谷
村
往
還
(
富
士
往
還

)、
若
彦
路
、
中
道
往
還
の
道
が
そ
れ
ぞ
れ
結
ば
れ
て
一
つ
の

道
と

な
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

大
正
五
年
(
一
九
一

六)
採
収
の
山
梨
県
志
編
纂
会
『
南
都
留
町
村
取
調
書
4 』

(
山
梨
県
立
図
書
館
蔵
若
尾
資
料
)
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の
鳴
沢
村
の

部
、

第
三
十
八
項
交
通
の
欄
に
は
次
の
様
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
船
津
ョ
リ
小
立
勝
山
ヲ
経
テ
大
田
和
ニ
入
り
鳴
沢

ヲ
通
過
シ
テ
青
木
原
ヲ
過
ギ
西
八
代
郡
ノ
精
進
本
栖
等

ニ
至
ル
道
路
険
悪
ニ
シ
テ
鳴
沢
以
西
ニ
ハ
車
馬
通
セ
ズ
又
鳴
沢
ョ
リ
南
ニ
向
ヒ
原

野
ヲ

横
ギ
リ
天
神
峠
ラ
起
エ
テ
中
ノ
根
野
ラ
過
ギ
駿
河
ノ
上
井
出
ニ

達
ス
是
又
険
悪
ナ
リ
大
田
和
ョ
リ
原
中
ヲ
過
ギ
テ
東
ニ
向
ヒ
赤
坂
」

達
ス
ル
道
ア
リ
此
道
甚
タ
険
悪
ナ
リ
シ
ガ
船
津
ノ
井
出
与
五
右
衛
門
氏
、

鳴
沢
ノ
渡
辺
桂
次
郎
氏
材
木
搬
出
業
ヲ
経
営
ス
ル
ニ
当
テ
私
費

ヲ
以
テ
大
修
繕
ヲ
加
へ
車
馬
ヲ
通
過
セ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
」

こ
の
富
士
北
麓
を
横
断
す
る
道
路
が
脚
光
を
あ
び
て
世
の
中
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
こ
れ
を
利
用
し
た
鉄
道
馬
車
の
出
現
と
富

士
五
湖
観
光
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
大
月
、

富
士
吉
田
間
は
旧
来
の
富
士
講
の
信
仰
の
道
で
あ
る
谷
村
往
還
を
整
備
し
て

国
道
八
号
線
に
指
定
さ

れ、
富
士
吉
田
、

上
九
一
色
間
は
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四
)
に
県
道
吉
田
精
進
線
と
な
り
、

昭
和
四
十
年
(
一

九
六
五
)
に
現
在
の
一
般
国
道
一
三
九
号
と
な
っ
た
。
起
点
は
静
岡
県
富
士
市
青
島
一
七
五
一
、

県
起
点
は
、

南
都
留
郡
上
九
一
色
村
の

県
界
と
な
っ
て
お
り
、
上
九
一
色
村
、
本
村
、
勝
山
村
、
河
口
湖

町
、
富
士
吉
田
市
、
都
留
市
を
経
て
大
月
市
大
月
二
丁
目
二
〇
‒
二
五

を
終
点
と
す
る
約
一
四
八
キ
ロ
、
県
内
分
は
四
五
・
三
キ
ロ
、
本
村
分
は
六
・
三
七
四
キ
ロ
で
あ
る
。

富
士
吉
田
市
上
吉
田
字
上
町
富
士
浅
間
神
社
西
側
よ
り
上
吉
田
を
北
進
、

金
鳥
居
前
を
左
折
し
て
西
進
、
富
士
急
行
河
口
湖
駅
入
口
を

径
て
河
口
湖
町
船
津
の
三
差
路
で
富
士
吉
田
市
の
起
点
か
ら
並
行
し
て
来
た
国
道
一
三
七
号
線
と
分
か
れ
て
、
船
津
の
商
店
街
を
西
進
、

小
立
を
径
て
勝
山
、
大
嵐
を
通
っ
て
、

本
村
の
大
田
和
に
至
る
の
が
当
初
の
経
路
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
道
路
は
家
並
み
が
続
い
て
い
る
う

え
に
道
路
幅
員
が
五
～
六
・
五
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、
屈
曲
部
が
多
く
て
見
通
し
も
悪
い
と
こ
ろ
が
数
多
く
、
近
年
の
自
動
車
交
通
量
の
増

大
や
車
輌
の
大
型

化
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
九
年
(
一
九
六
四
)
の
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
開
通
、
昭
和
四
十
四
年
(
一
九
六
九
)
中
央
自
動

車
道
河
口
湖
イ
ン
タ
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
等
に
よ
り
各
所
で
交
通
渋
滞
が
生
じ
て
お
り
、
特
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
動
き
が
と
れ
な
い
と
い

う
状
況
を
呈
し
て
い
た
。
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こ
れ
に
対
応
し
交
通
状
況
の
改
善
策
と
し
て
河
口
湖
バ
イ
パ
ス
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
の
バ
イ
パ
ス
は
山
梨
県
施
工
の
富
士
吉
田
市
上
吉

田
横
町
を
起
点
と
す
る
横
町
バ
イ
パ
ス
と
連
携
を
は
か
り
建
設
省
の
手
に
よ
り
工
事
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
調
査
計
画
に

入
り
、
昭
和
四
十
五
年
度
用
地
買
収
開
始
、
工
事
期
間
は
昭
和
四
十
七
年
七
月
か
ら
同
四
十
八
年
十
月
ま
で
の
十
五
カ
月

間、
そ
の
工
事

費
は
事
業
費
を
含
め
て
十
二
億
三
千
万
円
、
横
町
バ
イ
パ
ス
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
合
わ
せ
て
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
あ

る
。
当
初
暫
定
二
車
線
供
用
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
よ
り
四
車
線
道
路
と
な
っ
た
。
こ
の
河
口
湖
バ
イ
パ
ス
に
接
続
す
る
「
鳴
沢
バ
イ
パ

ス
」

は
現
地
測
量
、
設
計

、が
終
わ
っ
て
い
る

。

な
お
国
道
一
三
九
号
線
を
管
理
す
る

建
設
省
甲
府
工

事
事
務
所
で
は
他
の
国
道
と
同
様
に

道
路
交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
村
で
は
鳴
沢
村
焼
間
に
こ
の
調
査
地
点
を
設
定
し
て
常
時
交
通
量
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
観
測
地
点
で
の
交
通
量
の
推
移
は

つ
ぎ
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

8

国
道
一
三
九
号
線
鳴
沢
村
焼
間
観
測
地
点
二
十
四
時
間
交
通
量
総
括
表
(
一
日
平
均
量
)

乗
車

貨
物

昭
和

年
自

転
車

バ
イ

ク

軽
乗
用

乗
用

バ
ス

軽
貨

物
小
型
貨
物

貨
客

普
通

特
殊

二
九

六
二

一
、
八
一
〇

二
四
八

四
四

四
〇
二

四
八
二
一

九
八
九

一
五
五

1 0
五
九

七
〇
二
、
〇
八
七

三
〇
五

六
二

三
二
二

六
五
九
一
、
一
七
三

一
六
七

一
二
六

二
、
二
〇
六

二
七
一

七
七
八

1
一、

一
七
六

3 0
1

四
〇

五
五
一
、
九
八
五

二
三
七

一
八
五

二
六

五
三
三

一、
一
九
六

一
二
二

県
道
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明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
に
山
梨
県
で
は
県
内
道
路
を
二
等
、
三
等
道
路
と
格
付
け
を
行
な
っ
た
が
、
明
治
九
年
に
は
こ
の
等
級
を

廃

止
し
、
国
道
、
県

道
、
里
道
の
三
種
に
改
正
し
た
。
こ
れ
が
、
「
県
道
」
の
名
称
の
は
じ
め
で
あ
る
。
県
道
は
一
等

各
県
を
接
続
し
各
鎮

台
か
ら
各
分
営
に
達
す
る
も
の
。
二
等

各
府
県
本
庁
か
ら
支
庁
に
達
す
る
も
の
。
三
等

署
名
の
区
か
ら
都
府
に
達
し
或
は
そ
の
区
に

往
還
す
る
便
宜
の
海
港
に
達
す
る
も
の
‒ ‒
の
三
種
に
区
別
さ
れ
た
。

こ
の
時
に
甲
州
道
中
は
国
道
三
等
に
、
ま
た
県
道
一
等
に
は
青
梅
街
道
、

鎌
倉
街
道
、

信
州
佐
久
街
道
、

信
州
街
道
、

駿
州
街
道
が
、

二
等
は
該
当
な
く
て
三

等
に
駿
州
脇
往

還
、

沼
津
往
還
が
定
め
ら
れ
た
。
大
正
八
年
旧
道
路
法
の
公
布
で
翌
九
年
四
月
に
は
甲
府
静
岡
線

他
三
十
六
路
線
が
県
道
に
認
め
ら
れ
た
。
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三
)
に
は
甲
府
相
川
線
他
二
十
七
路
線
が
県
道
と
し
て
認
定
さ
れ
、
さ

ら
に
翌
十
三

年
に
は
甲
府
富
士
線
、

甲
府
精
進
線
が
追
加
認
定
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
七
年
の
新
道
路
法
公
布
で
指
定
県
道
と
県
道
に
区
別

さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
三
年
の
法
一
部
改
正
で
昭
和
三
十
四
年
以
降
、
県
道
は
主
要
地
方
道
と
県
道
の
二
種
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
な

9

る
。本
村
に
関
係
の
あ
る
県
道
は
主
要
地
方
道
が
一
路
線
、
一
般
県
道
が
三
路
線
と
な
っ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
三
三
号
富
士
宮
鳴
沢
線

起
点
は
、
静
岡
県
富
士
宮
市
、
県
境
起
点
は
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
富
士
ヶ
嶺
六
六
九
番
地
と

な
っ
て
い
る
。
本
道
は
富
士
ヶ
嶺
地
区
第
二
号
幹
線
道
路
が
そ
の
前
身
で
、
昭
和
四
十
九
年
(
一
九
七
四
)
県
道
に
編
入
さ
れ
、
人
穴
焼

間
線
の
名
で
呼
ば
れ
た
が
昭
和
五
十
八
年
(
一
九
八
三
)
三
月
に
主
要
地
方
道
に
昇
格
し
て
現
在
の
名
称
と
な
っ
た
。
ま
た
一
般
に
富

士
ヶ
嶺
開
拓
団
へ
通
ず
る
道
か
ら
開
拓
道
路
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
終
点
は
本
村
焼
間
八
五
二
九
ー
二
八
五
番
地
、
国
道
一
三
九
号
線
よ

り
分
起
す
る
全
長
一
二
・
五
八
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
本
村
該
当
分
は
上
九
一
色
村
境
ま
で
の
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
改
良
率
、
舗
装
率

と
も
に
一
〇
〇
%
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
県

道
三

五
号
富
士1
精
進
線

富
士
山
精
進
口
登
山
道
で
知
ら
れ
る

道
、

富
士
吉
田
市
富
士
山
五
合
目
が
起

点
、

富
士
山
吉
田
口
登
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山
道
五
合
目
よ
り
分
か
れ
て
北
西
に
下
り
、
一
・
八
キ
ロ
で
新
五
合
目
に
至
る
。
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
北
を
併
進
し
て
つ
づ
ら
折
れ
の

道
を
下
る
と
四
合
目
に
至
る
。
続
い
て
三
合
目
で
御
庭
林
道
と
交
差
、
新
五
合
目
よ
り
二
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
富
士
ス
バ
ル
ラ

イ
ン
と
交
差
し
、
二
合
目
小
屋
を
径
て
鳴
沢
林
道
(
若
彦
路)
を
横
切
り
、
さ
ら
に
下
る
と
軽
水
林
道
と
交
差
、
富
士
風
穴
に
至
る
手

前
、
上
九
一
色
村
と
の
境
が
ス
バ

ル
ラ
イ
ン
を
横
切
っ
た
地
点
か
ら
八
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
と
な
っ
て
い
る
。
新
五
合
目
よ
り
こ

こ
ま
で
が
本
村
該
当
分
と
な
る
。

道
は
こ
の
先
、
三
三
号
富
士
宮
鳴
沢
線
(
開
拓
道
路
)
と
交
差
、
国
道
一
三
九
号
線
と
の
合
流
点
、
上
九
一
色
村
精
進
青
木
ヶ
原
五
一

四
番
地
が
終
点
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
十
三
年

(
一
九
二
四
)
に
甲
府
富
士
線
と
な
り
、
昭
和
三
十
三
年
(
一
九
五
八
)
に
富
士
精
進

線
と

な
っ
た
。
実
延
長
一
八
・
八
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
改
良
率
は
〇
・
三
%
、
舗
装
率
は
〇
・
八
%
と
い
ず
れ
も
低
く
、

現
在
こ
の
路
線
は

バ
イ
ク
に
よ
る
ツ
ー
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
な
り
、

若
者
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

一
般
県
道
一
〇
九
号
河
口
湖
富
士
線

起
点
は
南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
産
屋
ヶ
崎
と
な
っ
て
い
る
。
河
口
湖
大
橋
を
渡
り
船
津
を
南

進
し
、

横
町
バ
イ
パ
ス
国
道
一
三
九
号
線
を
東
進

(
こ
の
間
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
国
道
と
重

用
)、

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
に
入
る
。

有
料

道
路
を
通
っ
て
富
士
山
新
五
合
目
に
至
る
三
三
・
四
七
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

終
点
は
本
村
富
士
山
五
合
目
八
五
四
五 ‒̶

一
番
地
で
あ
る
。

(
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
後
記
、
有
料
道
路
の
項
参
照
)

一
般
県
道
一
七
二
号
鳴
沢
河
口
湖
線

起
点
は
本
村
前
原
三
六
九
四
番
地
、
終
点
は
南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
中

村
三

八
四
八
十 ‒
二

番

地
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
路
線
は
当
初
吉
田
精
進
線
、
吉
原
大
月

線
、

国
道
一
三
九
号
に
属
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
(
一
九
七
四
)

九
月
よ
り
河
口
湖
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
一
般
県
道
編
入
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

河
口
湖
町
船
津
の
河
口
湖
駅
入
口
の
西
側
に
あ
る
三
差
路
を
西
進
し
、
船
津
商
店
街
を
通
っ
て
小
立
、
勝
山
、
大

嵐
、
そ
し
て
本
村
の

大
田
和
に
至
る
路
線
で
あ
る
。
実
延
長
五
・
五
九
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
改
良
率
、
舗
装
率
と
も
に
一
〇
〇
%
で
あ
る
。
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村
道

明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
山
梨
県
で
は
県
内
道
路
の
格
付
け
を
行
い
、
さ
ら
に
九
年
に
は
国
道
、
県
道
、
里
道
の
三
種
の
区
分
を
行
う

と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
、
等
級
付
を
行
っ
た
。
里
道
は
一
等

彼
我
の
数
区
を
貫
通
し
あ
る
い
は
甲
区
か
ら
乙
区
に
達
す
る
も
の
な
ど
と
定

義
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
二
等
、
三
等
に
区
分
さ
れ
た
。
大
正
三
年
(
一九

一
四)

道
路
法
が
制
定
さ
れ
、
さ
ら
に
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和

二
十
七
年
(
一
九
五
二
)
に
は
現
行
道
路
法
が
制
定
施
行
さ
れ
た
。

道
路
法
第
三
条
(
道
路
の
種
類
)
道
路
の
種
類
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一、
高
速
自
動
車
国

道、
二
、
一
般
国
道
、
三
、
都
道
府
県
道
、

四
、
市
町
村
道

ま
た
同
法
第
八
条
に
は
村
道
に
つ
い
て
次
の
規
定
が
あ
る
。

第
八
条

第
三
条
第
四
号
の
市
町
村
道
と
は
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
道
路
で
市
町
村
長
が
そ
の
路
線
を
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。

2
市
町
村
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
路
線
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
規
定
に
も
と
ず
く
本
村
の
村
道
は
八
一
六
路
線
で
一
級
村
道
五
・
八
七
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
級
村
道
六
・
七
九
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
そ
の
他
の
村
道
一
四
六
・
一
六
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

合
計
一
五
八
・
八
三

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
四
月
現
在
の
『
鳴
沢
村
道
路
線
調
査
書
』
に
よ
る
と
当
時
の
村
道
は
六
十
六
路
線
、
明
細
は
つ
ぎ
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る

。

番
号
路

線
道

路
延

長
二

大
田
和
判
立
場
線

三
里
二
八
町
四
五
間

一
水
上

小
鳴
沢
線

二
三
町
三
三
間

1
鳴
沢
判
立
場
線

三
里
二
二
町
一
五
間

村
道
大
田
和
判
立
場
線
重
用

)
水
木
草
里

西
原
線

八
(
中
ノ
根
野
経
過
)

一
(
二 内
里
七
町
四
五
間

四五
西
原

魔
王
線

一一
七 一

町 町

三 二

五

間間



間 間 間 間 間
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六
一
西
原
道
下

的
場
線

九
町
四
八
間

三
二
一
穴
山

大
砂
線

一
一
町
四
八
間

七
的
場

山
道
線

二
町
三
一
間

三二
二

炭
焼
塚

ズ
ミ
ノ
木
線

二
二
町
五
七
間

小
鳴
沢

西
日
田
和
線

二
二
町
二
三
間

三
三

一
大
砂

平
次
原
線

一
七

町
二

四
間

九
西
臼
田
和
東
臼
田
和
線

三
五
町
三
二
間

三
四

下
人
窪

大
砂
線

二
二
町
三
二
間

十
|
東
臼
田
和

境
野
線

一
一
町
一
八

間
三
五

ズ
ミ
ノ
木

大
砂
線

一
里

六
町

九
間

十
一

並
木

境
野
道
上
線

二
三
町

二
間

三
六

一
大
鹿
窪

上
大
持
線

二
九
町
四
三

間

十
二

一
道
下

境
野
線

一
〇
町
一
九
間

三
七

一
小
坂

大
鹿
窪
線

三
〇
町
二
二
間

十
三

境
野
道
上
東
臼
田
和
線

七
町
二
三

間
三
八

上
大
持

ズ
ミ
ノ
木
線

二
一
町
三
五
間

十
四

一
境
野

大
木
原
線

一
四
町
五
八
間

三
九

一
小
大
持

小
坂
線

一
五
町
五
五
間

十
五

一
大
木
原

藤
和
田
線

三
二
町
五
二
間

四
〇

大
持

小
大
持
線

二
二
町
二

九
間

十
六
一
藤
和
田

ア
ゲ
線

一
六
町
一
二
間

四
一

野
老
窪

大
持
線

八
町
三
一
間

十
七

ア
ゲ

宮
前
道
下
線

九
町
一
八
間

四
二

癖
窪

野
老
窪
線

一
七
町
三
〇
間

十
八

宮
前

清
水
線

一
〇
町
一
四
間

四
三

境
野
丸
崎

砂
細
線

七
町

八
間

十
九

一
家
上
川
原

宮
前
線

一
九
町

〇
間

四
四

一
砂
細
□
境
野
丸
崎
線

一
四
町
一
七
間

二
〇

一
水
神
堀
内

清
水
線

一
一
町
一
九
間

四
五

一
荻
ノ
窪

砂
細
線

一
一
町
四
九
頭

1 1 1二
一

一
宮
前
道
下

的
場
線

一
一
町

九
間

四
六

一
飯
塚

荻
ノ
窪
線

二
〇
町
二
三
間

二
二

清
水

段
和
山
線

二
四
町
二
〇
間

四
七

堀
ノ
内

飯
塚
線

一
六
町
二
〇
間

二
三

的
場

長
塚
線

一
二
町
二
六

間
四
八

一
地
藏
前

並
木
線

一
〇

町
二

間
4

二
四

大
棟
ノ
木

小
暮
線

一
四
町
一
二
間

西 1
九ナ

一
山
道

地
蔵
前
線

一
二
町

四
間

二
五

一 小
暮

前
原
線

八
町
一
六
間

五
〇

日
陰
林

タ
ツ
ッ
イ
線

二
〇
町
五
二

間

二
六

前
原

犬
ノ
子
草
里
線

二
四
町
二
二

間
五

一
魔
王

猿
口
線

四
町
二
六
間

二
七

西
前
原

前
原
線

一
二
町
四
四
間

五
二

一
タ
ッツ
ツ
イ

物
見
処
線

一
五
町
一
六
間

二
八
一
札
木

犬
ノ
子
草
里

線
二
七
町
五
三

間
五
三

猿
口

西
絶
頭
線

一
里

六
町

九
間

二
九

一
地
窪

大
鹿
窪
線

七
町

五
間

五
四

一
蛇
休
場

猿
口
線

二
町
三
五
間

三
〇
一
犬
ノ
子
草
里
大
鹿
窪
線

三
二
町
三
七

間
|

五
五

一
蛇
休
場

西
絶
頭
線

三
〇
町

〇
間
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長
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大 日 富 富 札 水 焼 長 富

陰 士 士 土

砂 林 山 山 木 上 間 塚 山 和 点

五 米
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五
六
一
丸
崎

絶
頭
線

三
一
町
一
六
間

六
一
一
砂
田

平
治
原
線

二
六
町
一
二

間

五
七

一
砂
田

大
坂
線

二
三
町
五
八
間

六
二

釜
ノ
口

東
平
治
原
線

一
里
三
一
町

三
間

五
八

一
大
坂

西
釜
ノ
口

線
二
六
町
一
一
間

六
三

焼
間
(
西
湖
村
)
根
場
線

六
町

〇
間

田
口

里
町

間
六

一
焼
間

軽
水
線

町
四
間

五六
〇 九

砂西
釜
ノ
ロ 釜

上 ノ

釜
ノ 線

ロ

一

二

四六
町 町

二 五

二 四
間間

六六

四五
山
�
路
線
( 一青 長 段
木 和

ケ 知
原
)

一
里
十

九四

町町
二 五

六
間 間

一

山

昭
和
六
十
一
年
(
一
九
八
六
)

現
在
の
村

道
、
一

級
、
二

級
と
そ
の

他
の
う
ち
の

主
な
も
の
を
あ
げ
る
。

等
級

路
線
番

起
点

一 終
点

一
延

長
巾

員
路

面
の

種
類

そ
他

1
C

級
前

丸
尾

一
東
臼
田
和

一、
七
九
三

五
、
五 A S

舗
装

一 1〇 0
0
%
2

日
県
道
鳴
沢

地
区
内

境
野
丸
崎
富

士
山
二
、
九
三
四
・ 9
～ ～
A S C

舗
装
1 0 0 %
〇
〇

|
旧

大
坂
道

C
%

1三
1
1

大
棟
ノ
木

長
塚

一
、
一
五
一

五
・
五 A S

舗
装

10 0〇
〇

|
旧
県
道
大
田
和
地
内

二
級

焼
間

焼
五
四
三

六
・
〇
A S C

舗
装
1 0 0 %

国
道
よ
り
紅
葉

台
に
至
る

%
二

堀
の
内

上
五
八
八

四
・五 SA 〇・

〇 ～
コA S C
ン

ク

舗 リ

装 ー
ト

舗
装

七 三1〇
% %%

旧
山
道
、

医
者
道
に
至
る

C
三

犬
ノ
子
草
里

西
前

原
五

七
四

八
・
〇
A S

舗
装

国
道
よ
り
旧
県
道
に
至
る

C
長

塚
木

四
七
〇

三
・
六
〇 A S未

改
良
舗
装

三 七
〇
%

日旧坂
吉に

田至

道る

大
田
和
よ
り
吉
田
赤

C
五

小
暮

富
士

四
、
三

一
〇

三
五 ・
六・
〇 ～ ～ A S改

良
四
〇 舗
% 装

未
改
良 H O %

0
%

旧
大
田
和
林
道

六
一
富
士

山
富

士
山

三
1
1〇 0
七 +

五
・
〇 A S C

舗
装

一
〇

0〇

0%

8

至 勝
る 山
街
道
よ
り
大
田
和
林
道
に

そ
の
他

」
二

五
焼

間
日

陰
林

一
、
三 1

1
一 1
〇

三
・
六
未
改
良

旧
タ
ッ
ツ
ィ イ

道

一
四
八
九
一
穴

大
砂
二
、
五
五
二

一
三
・
六

”
旧
学
林
道
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一 一

三

絶 絶

頭

三 三 三
六 五・ 五・ 六・
・0・0六10

・六
1.
・
05
六

A未A 未改 未A
S改S改良改SC良( 良 良C
舗 舗 舗
装 装 装

五五五五 九
〇O〇O 〇O〇O 五Ë五Ë

% % % % % % %
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ク
六八

三
富

士
山

富
士

五
六天
、
三
〇
八

三
六
・六

未 A

改 S

良 C
舗
装

富
士
観
別
荘
地
域
横
断
道
路

六
八
九

境
野
丸
崎

西
絶

頭
三
、
二
二
九

三
五 ・六

〇
改未
改 良
良

旧
絶
頭

道
、

軽
水
林
道
に
至
る

七
〇
三

一
前

丸
尾

一
西

絶
頭

三
、
三

七
七

三
五

・六
〇 ～
未 A

改 S

良 C
舗
装

五
〇
%

旧
五
六
場
道

七
二
六

ジ
ラ
コ
ン
グ
ジ
ラ
コ
ン
ノ

一
、
三
二
一
〇

六
・〇

A
S
C
舗
装

一
〇
〇
%

旧
富
明
林
道

四
三
〇

前
原

一
炭

焼
塚

八
の
字
道
・
炭
焼
塚
線

一
四
九
七

平
次
原
線

五
七
七

ト
コ
ノ
ク
ボ

道

t

s

o

w

六
一
六

カ
ヤ
ッ
ケ
道

六
三

六
西
釜
ノ
口
線

六
四
三

釜
ノ
口
線

ts
r

e
v

e
c

e
r f

第
二

節
有
料
道
路
・
東
海
自
然
歩
道

有
料
道
路

昭
和
三
十
一
年
(
一
九
五
六
)
、
政
府
は
自
動
車
交
通
時
代
の
到
来
に
対
処
す
べ
く
道
路
整
備
特
別
措
置
法
を
施
行
し
、
一
般
の
公
共
事

業
と
は
財
源
を
別
に
し
て
利
用
者
か
ら
そ
の
料
金
を
徴
収
し
て
そ
れ
に
充
当
し
運
営
す
る
こ
と
の
で
き
る
有
料
道
路
制
度
を
確
立
し
た
た

め
、
全
国
各
地
で
こ
の
有
料
道
路
の
設
置が

盛
ん
に
な
っ
た
。
本
県
に
お
け
る
最
初
の
有
料
道
路
は
昭
和
三
十
三
年
(
一
九
五
八
)
十
二

月
七
日
に
国
道
二
〇
号
線
に
開
通
し
た
道
路
公
団
経
営
の
「
笹
子
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
」
で
あ
る
。
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こ
の
有
料
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
は
時
代
に
そ
っ
た
新
し
い
自
動
車
に
よ
る
経
済
流
通
の
は
じ
ま
り
と
し
て
注
目
さ
れ
、
山
梨
県
と
し
て
も

県
独
自
の
有
料
道
路
建
設
の
動
き
が
は
じ
ま
っ
た
。
観
光
や
ま
な
し
を
県
政
推
進
の
一
大
目
標
に
か
か
げ
た
山
梨
県
は
、
当
時
登
山
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
富
士
山
に
地
下
鋼
索
鉄
道
、
い
わ
ゆ
る
「
モ
グ
ラ
ケ
ー
ブ
ル
」
を
設
置
し
、
頂
上
の
標
高
三
、
七
七
六
メ
ー
ト

ル
ま
で
登
山
者
を
一
気
に
運
び
あ
げ
よ
う
と
の
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
昭
和
三
十
四
年

(
一
九
五
九
)
八
月
の
七
号
台

風
、
伊
勢
湾
台
風
と
続
い
て
二

度
の
台
風
の
襲
来
に
遭
っ
た
山
梨
県
は
、
災
害
復
旧
の
た
め
に
こ
の
計
画
を
一
時
中
断
、

復
興
が
一
段
落

し
た
三
十
六
年
に
再
び
調
査
を
開
始
し
た
。
ス
イ
ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
登
山
鉄
道
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
言
う
ア
イ
デ
ア
で
建
設
、
厚

生
両
省
へ
折
衝
し
た
が
、
頂
上
ま
で
の
輸
送
施
設
の
設
置
は
富
士
山
の
性
格
上
好
ま
し
く
な
い
と
の
結
論
が
出
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
五
合

目
ま
で
の
自
動
車
道
路
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
、

国
か
ら
の
許
可
を
得
て
工
事
に
と
り
か
か
っ
た
。

こ
の
道
路
目
的
と
特
長
は

〔
「フ
ジ
ャ
マ
」
と
し
て
、
あ
ま
ね
く
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
富
士
山
の
、
北
斜
面
五
合
目
に
至
る
大
自
然
の

中
を
貫
通
し
て
造
ら
れ
た
雄
大
な
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
で
あ
る
。
今
ま
で
秘
め
ら
れ
て
い
た
霊
峰
富
士
の
優
雅
な
、
そ
し
て
荘
厳
な
大
自
然

と
、
広
濶
た
る
大
展
望
を
開
放
し
て
、

観
光
立
県
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
開
発
の
役
目
を
果
た
し
た
本
県
で
は
、
初
の
有
料
道
路
で
あ
る
。

]

(山
梨
県
の
有
料
道
路
田
原
富
夫
著
一九
七
八
年
)
と
さ
れ
て
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
六
日
に
着
工
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

を
工
事
期
間
と
す
る
事
業
費
十
七
億
円
を
費
し
た
初
の
県
営
有
料
道
路
で
あ
る
。

県
道
名
は
「
河
口
湖
富
士
線

」、
河
口
湖
町
船
津
の
国
道
一
三
九
号
線
を
起
点
と
し
て
本
村
富
士
山
五
合
目
に
至
る
延
長
二
九
・
五
二

〇○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
高
八
五
六
～
二
三
〇
五
メ
ー
ト
ル
、
道
路
区
分
は
第
二
種
山
地

部
、
設
計
速
度
五
十
㎞ /

h
、
道
路
幅
員
八
メ
ー

ト
ル
、
車
道
幅
員
六
・
五
メ
ー
ト

ル、
最
急
勾
配
八
%
、

供
用
期
間
は
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
六
十
七
年
八
月
十
二
日
と
な
っ
て

い
る
。

供
用
開
始
の
三
十
九
年
四
月
一
日
、

当
日
の
こ
と
を
山
梨
日
日
新
聞
は
つ
ぎ
の
様
に
報
道
し
て
い
る
。
「
残
雪
の
五
合
目
へ
百
五
十
台
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富
士
山
有
『料
道 著
路
が
開
通

富
士
山
有
料
道
路
(
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
)
が
一
日
開
通
し
た
。
河
口
湖
畔
と
富
士
山
五
合
目
を
結
ぶ
延
長

三
〇
キ
ロ
の
完
全
舗
装
道
路
で
の
な
が
め
の
す
ば
ら
し
さ
は
日
本
一
と
折
り
紙
つ
き
。
同
日
か
ら
定
期
バ
ス
も
運
行
を
始
め
た
。
こ
の
日

の
開
通
式
は
強
風
と
富
士
が
半
分
姿
を
か
く
す
曇
り
空
の
下
で
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
天
野
知
事
、

降
矢
県
議
会
議
長
、
地
元
の
渡
辺
富
士

吉
田
市
長
、
小
林
河
口
湖
町
長
ら
約
百
人
が
参
加
し
、
工
事
経
過
報

告、
神
事
、

知
事
の
あ
い
さ
つ
、

地
元
関
係
者
の
祝
辞
な
ど

が
あ

り
、

約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
料
金
徴
収
所
前
で
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
天
野
知
事
が
ゲ
ー
ト
に
は
ら
れ
た
紅
白
の
テ
ー
プ
を
切
っ
て
夢

の
ハ
イ
ウ
ェ
ー
は
開
通
し
た
。
(
中
略
)
こ
の
有
料
道
路
は
県
が
三
十
六
年
十
月
着
工
し
、
二
年
半
の
歳
月
と
工
費
十
六
億
円
、
延
べ
十

九
万
八
千
五
百
人
、
セ
メ
ン
ト
一
万
三
千
五
百
ト
ン
を
つ
ぎ
こ
ん
で
完
成
さ
せ
た
。

幅
八
メ
ー
ト
ル
(
舗
装
六
・
五
メ
ー
ト
ル
)、

標
高
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
富
士
山
の
樹
海
を
切
り
開
く
工
事

は
大
溶
岩
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
大
雪
に
あ
っ
た
り
し
て
困
難
を
重
ね
た
が
、
予
定
ど
お
り
の
開
通
に
な
っ
た
。
第
三
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
で

は
遠
く
清
水
港
や
南
ア
、
八
ツ
も
見
ら
れ
、

そ
の
上
の
四
合
目
で
は
北
ア

ル
プ
ス
ま
で
見
ら
れ
る
。

五
合
目
ま
で
の
所
要
時
間
は
乗
用
車

で
約
三
十
五

分、
東
京
か
ら
ら
く
に
日
帰
り
が
で
き
る
。
通
行
料
金
は
片
道
で
バ
ス
大
型
千
八
百
円
、

乗
用
車
大
型
八
百
円
、

同
小
型
六

百
円
、
各
界
の
名
士
を
集
め
て
の
完
工
式
は
五
合
目
付
近
の
根
雪
が
と
け
る
の
を
ま
っ
て
五
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
る
が
、

五
合
目
ま
で

の
時
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
富
士
山
北
ろ
く
の
観
光
地
と
し
て
の
価
値
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
。
な
お
、
こ
の
日
有
料
道
路
を
利
用
し
た
車
は

軽
自
動
車
や
自
転
車
も
含
め
て
百
五
十
台
、
料
金
収
入
は
十
三
万
八
千
百
円
だ
っ
た

。」

ま
た
、
同
完
工
式
の
模
様
は
次
の
様
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
(
山
梨
日
日
新
聞

三
十
九
年
五
月
二
十
八
日

付 )

[ス
バ
ル
ラ
イ
ン
晴
れ
て
ス
タ
ー
ト

高
松
宮
ご
夫
妻
迎
え
て
完
工
式

県
が
二
年
半
の
時
日
と
十
七
億
円
を
投
じ
た
富
士
山
有
料
道

路
=
愛
称
・
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
(
二
十
九
・
五
キ
ロ
)
の
完
工
式
は
、
二
十
七
日
午
前
十
時
す
ぎ
か
ら
高
松
宮
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
関
係
者
八
百

余
人
が
河
口
湖
町
の
現
地
料
金
徴
集
所
前
に
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
富
士
は
美
し
い
姿
を
く
っ
き
り
と
見
せ
た
。
天
野
知
事
の
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車 種 金 額

(乗 用
普通自動車 マイクロ 900

貨 物

小型自動車 600

路 線 900
乗合自動車 そ の 他

大型特殊 2,400

軽自動・二輪自動
400

小型特殊

原動機付自転車 200

軽 車 両 100

|自 転 車 50

車 種 金 額
----

| 普 通 車 1,100

|大型車(I) 1,700

大型車(I) 3,900

軽自動車等 800
....

軽車両等 150
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式
辞
、
秋
島
建
設
、
名
工
建
設
な
ど
施
工
七
社
、
地
元
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
あ
と
高
松
宮
殿
下
は
「
道
路
の
完
工
に

よ
っ
て
清
ら
か
な
富
士
は
国
民
の
山
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
施
設
を
整
え
て
事
業
の
意
義
を
ま
っ
と
う
し
て
ほ
し
い
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
の
べ
ら
れ
た
。
同
妃
殿
下
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
ら
れ
て
式
を
終
わ
り
、
ご
夫
妻
を
先
頭
に
自
動
車
二
百
台
が
五
合
目
ま
で
パ
レ
ー

ド
、
将
来
の
モ
グ
ラ
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
な
が
る
有
料
道
路
は
名
実
と
も
に
日
本
最
長
の
登
山
有
料
道
路
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
〕
。

国
道
一
三
九
号
線
よ
り
入
っ
て
料
金
所
を
通
っ
て
約
三
・
五
キ
ロ
地
点
で
本
村
に
入
る
。
剣
丸
尾
を
通
っ
て
一
合
目
駐
車
場
付
近
で
富

士
吉
田
市
域
に
入
る
。
丸
山
の
北
側
で
再
び
本
村
に
入
り
西
進
し
て
二
合
目
駐
車
場
を
さ
ら
に
西
進
し
、
途
中
で
精
進
口
登
山
道
と
交
差

し
て
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
三

ヵ
所
を
通
過
す
る
と
終
点
新
五
合
目
に
到
着
す
る
。
こ
こ
に
は
五
合
目
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、

雲
上
閣
等
の
観
光
施

設
が
あ
り
、
内
外
の
観
光
客
で
振
わ
っ
て
い
る
。

料
金
表

昭
和
5 1
年

昭
和
5 8

年

金
-
-
-

両
一
車

車
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東
海
自
然
歩
道

東
京
の
明
治
の
森
高
尾
国
定
公
園
を
起
点
と
し
、
大
阪
の
明
治
の
森
箕
面
国
定
公
園
を
終
点
と
す
る
東
海
自
然
歩
道
は
、
明
治
百
年
を

記
念
す
る
と
と
も
に
日
本
の
自
然
を
守
る
意
味
か
ら
全
国
各
地
に
あ
る
国
立
公
園
、
国
定
公
園
、
ま
た
各
都
道
府
県
の
指
定
す
る
自
然
公

園
を
連
絡
す
る
歩
道
を
設
け
て
国
民
に
自
然
と
親
み
あ
る
関
係
を
持
つ
こ
と
の
出
来
る
よ
う
に
と
環
境
庁
国
立
公
園
部
の
計
画
で
作
ら
れ

た
総
延
長
一
三
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
自
然
歩
道
で
あ
る
。

高
尾
山
を
出
発
し
た
こ
の
歩
道
は
、

丹
沢
山
塊
を
通
っ
て
山
梨
と
神
奈
川
の
県
境
を
西
進
、

切
通
峠
よ
り
本
県
に
入
っ
て

山
中
湖
の

北
、
大
平
山
、
長
池
山
を
通
り
、
忍
野
村
を
経
て
富
士
吉
田
市
鐘
山
、
富
士
浅
間
神
社
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
入
り
口
を
経
て
富
士
山
麓

国
道
一
三
九
号
線
の
南
側
を
西
進
す
る
。
本
村
大
田
和
に
出
て
足
和
田
山
、
紅
葉
台
、
氷
穴
を
通
っ
て
上
九
一
色
村
に
出
る
。
本
栖
湖
東

側
を
通
っ
て
静
岡
県
朝
霧
高
原
の
西
を
通
過
し
て
田
貫
湖
か
ら
天
子
ヶ
岳
を
西
進
し
て
再
び
山
梨
県
に
入
る
。
身
延
線
井
出
駅
に
出
て
富

士
川
を
渡
り
徳
間
よ
り
田
代
峠
を
通
っ
て
静
岡
県
に
出
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。

本
村
に
か
か
わ
る
こ
の
歩
道
は
、
国
の
自
然
歩
道
建
設
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
な
っ
た
。
大
田
和
よ
り
は
じ
ま
る
典

型
的
な
尾
根
歩
き
の
楽
し
め
る
「
紅
葉
台
コ
ー
ス
」
と
原
始
林
内
の
動
植
物
の
観
察
や
洞
穴
の
探
検
の
出
来
る
「
樹
海
コ
ー
ス
」
よ
り
な

っ
て
い
る
。

「
紅
葉
台
コ
ー
ス
」
は
大
田
和
の
県
道
鳴
沢‒ ‒

河
口
湖
線
よ
り
は
じ
ま
り
集
落
の
北
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
前
を
通
っ
て
山
路
に
か
か

る
。
足
和
田
山
に
至
る
登
り
路
一
時
間
二
十
分
、
下
り
一
時
間
の
道
程
で
あ
る
。
足
和
田
山
の
最
高
地
点
(
一
三
五
五
メ
ー
ト
ル
)
は
五
湖

台
と
も
呼
ば
れ
る
富
士
五
湖
が
富
士
山
と
と
も
に
望
め
る
こ
と
の
出
来
る
場
所
で
も
あ
る
。
こ
れ
よ
り
紅
葉
台
に
至
る
一
時
間
二
十
分
の

コ
ー
ス
は
南
に
富
士
山
、

北
に
十
二
ヶ
岳
を
望
む
展
望
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
樹
海
を
通
っ
て
国
道
一
三
九
号
線
を

横
切

り
、

鳴
沢
氷
穴
に
至
る
コ
ー
ス
が
「
樹
海
コ
ー
ス
」
で
あ
る
。
松
本
清
張
氏
の
小
説
『
波
の
塔
』
で
一
躍
有
名
と
な
っ
た
黒
い
樹
海
で
あ
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かやつけ 林道

自然歩道大田和入口

-19-

る
。
溶
岩
台
地
は
百
数
十

種
を
数
え
る
植
物
や
野
鳥
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
自
然
歩
道
は
こ
こ
よ
り
上
九
一
色
村
に
入
り
青

木
ヶ
原
自
然
歩
道
と
な
る
。
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